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１．はじめに 

マンションのストック総数は約694.3万戸（令和4

年末時点）に達している。経年マンションには躯体

断熱性能等の低いものが多いため、長寿命化への対

応やカーボンニュートラルの実現には、省エネ性能

向上改修の推進が求められる。しかし、共用部の改

修に該当する外壁の外断熱化の計画的実施は、長期

修繕計画への工事の位置付けや修繕積立金の増額を

伴う可能性があるなど、合意形成のハードルが高く、

管理や改修等の専門家も訴求力のある形で改修効果

を提示できないという課題がある。 

本稿では、マンションの躯体外断熱改修に関する

基礎的調査として、実態と傾向について紹介する。 

２．マンション躯体外断熱改修の実態と傾向 

Web・書籍等で公開されている改修事例情報をもと

に、各種団体及び実務者等へヒアリング調査を実施

し、マンションの躯体外断熱改修事例を収集・整理

した。結果、実施事例は、少なくとも41件（計212棟、

5897戸）把握できた（令和6年1月末時点）。 

事例の傾向を整理すると、立地は、北海道が20件

と最も多く、次いで首都圏が18件と集中している（図

-1）。建築時期は、最も古いもので1968年竣工の階

段室型の建物で構成された団地で2事例あり、改修工

事開始時には築後50年を超えていた。これらを含む

1970年代以前のマンションが19件（計121棟、3734戸）

と最も多く、年代が古いものほど改修総戸数は多い

が、2000年以降の事例も2件（計2棟、47戸）確認で

きた（図-2）。北海道の事例では築後年数13～16年

程度で最初の大規模修繕と同時に外断熱改修を実施

しているものが見られる等、90年代以降に建設され

たマンションの室内環境性能の向上や外断熱による

躯体保護による建物の長寿命化等を見据えて、比較

的早い段階で躯体改修を実施している例も多い。 

３．今後の展開 

今後は、躯体断熱改修のコスト・効果に関するデ

ータの収集・分析を行い、費用対効果を定量的に示

す手法の開発を踏まえて、省エネ等の性能向上改修

を検討・計画する専門家や管理組合の計画的実施の

支援に資する情報を示すことを念頭に、手引き等を

まとめる。 
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図-1 外断熱改修事例の立地 図-2 建築時期毎の改修事例数及び大規模修繕 
との関係 
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１．はじめに 

近年、我が国の在宅高齢者の入浴中の溺水事故に

よる死亡が多発・増加している。その一方で、入浴

者を浴槽に入れるという介助行為は、介助者にとっ

て大きな負担であり、入浴者、介助者双方にリスク

が伴うものでもある。我が国ではまだあまり馴染み

はないが、浴室から浴槽をなくし湯船に浸からない

入浴方法により、溺水事故の防止と介助負担の軽減

が可能となる。さらに介助負担の軽減に伴い、自宅

での家族による介助が安全かつ容易に行うことがで

き、入浴の機会も増えることから、入浴者のQOLの

向上に寄与することも期待できる。 

このような「浴槽のない浴室」すなわち「浴槽レ

ス浴室」について、高齢者に配慮された設計の考え

方や、安全性等の判断に適用できる技術基準を整備

することを目的として「浴槽レス浴室のバリアフリ

ー基準に関する研究」（令和3～5年度）を実施した。 

 

２．検討事項 

本研究での主な検討事項は以下の通りである。次

節以降でそれぞれの概要を記す。また、浴槽レス浴

室の定義を表-1に、浴槽のある既存浴室から浴槽レ

ス浴室への改修イメージを図-1に示す。 

① 入浴者の範囲に関する検討・整理 

② 浴槽レス浴室の利用安全性・容易性等の実験検証 

③ バリアフリーに係る技術基準等の開発 

 

３．入浴者の範囲に関する検討・整理 

浴槽レス浴室の広さ等の検討および実験計画を行

う上で、浴槽レス浴室の利用者の身体状態によって

入浴方法が異なり、浴室として必要な寸法も異なっ

てくることから、まず入浴者の身体的状態の想定と

介護認定区分との関係を整理したものが図-2である。

この図で表したようにグレーの楕円の部分に該当す

る身体特性をもつ人物を浴槽レス浴室の利用者と想 

表-1 浴槽レス浴室の定義 

・ 浴槽がない浴室のことで、浴槽浴によらない入浴を

行うための空間。 

・ 入浴者が浴用椅子などに着座するか、シャワーキャリ

ー（または車いすと浴用椅子）を用いて洗髪・洗体・身

体を温める行為等ができる。 

・ 介助者も入室し入浴介助ができる。 

※原則、上記３要件を満たすものを浴槽レス浴室と定義する。 

図-1 既存浴室から浴槽レス浴室への改修イメージ 
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介護認定区分等の関連 
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定し浴室広さの実験条件を定めた。 

【1】歩行可能な自立入浴者（入浴介助者あり） 

【2】室内で車いすを使用、浴室では浴用いすを使用

（入浴介助者あり） 

【3】室内で介助式車いすを使用、浴室ではシャワー

キャリーを使用（入浴介助者あり） 

 

４．浴槽レス浴室の利用安全性・容易性等の実験検証 

浴槽レス浴室の必要空間寸法や手すり位置等の検証

と入浴者及び介助者の動作の安全性・負担等の検証

を行った。実験は浴槽レス浴室を模した実大試験体

を設置し、一般の男女計17名を被験者とした被験者

実験によるものである（令和4年12月実施）。表-2

に実験の概要をまとめた。実験詳細については、参

考文献を参照されたい。 

 

表-2 実験の概要  ※下段は得られたデータ 

 

５．浴槽レス浴室のバリアフリーに係る技術基準等

の開発 

（１）「浴槽レス浴室」の広さの要求水準（案） 

前述の実験検証の結果を踏まえ、浴槽レス浴室の

要求性能水準を以下のような手順で検討した。 

① 被験者実験のそれぞれの実験ケースについて、動

画記録その他の得られたデータに基づき“入浴およ

びその介助ができていると見なせるか”の観点で有

識者による評価を行う。 

② 評価は、浴室の広さ（内法寸法W×D）とレイアウ

トの空間的な制約の中で、入浴者／介助者と想定し

た被験者の動作・動きが現実的であるかを４段階 

（◎、○、△、×）で評価し、一次評価とする。 

③ 評価結果を集約し、討議の上、評価者が評価を確

定（二次評価）する。 

④ 有識者評価のまとめから、入浴者と入浴方法に対

応する「浴室の広さ（短辺の長さ、面積）」の要求

水準（案）を整理する。 

このように整理した結果（例）を図-3に記載する。 

図-3 評価結果の整理（例） 

 

（２）新築及び既存住宅の改修に対応した浴槽レス

浴室の設計ガイドライン（案） 

これまでの検討内容を踏まえ、浴槽レス浴室の普

及に向けて標記ガイドラインをとりまとめた。主な

想定読者として、浴槽レス浴室の設置を検討する居

住者と設計者を想定しており、浴槽レス浴室の考え

方や求められる機能やその水準、設計のヒントとな

る事例等を紹介している（表-3に目次案を記載）。 
 

表-3 ガイドライン（案）目次 

第１章 序章 

目的、ガイドラインの構成、用語の定義 

第2章 浴槽レス浴室とは 

浴槽レス浴室の定義、特徴、利用イメージ、想定する利

用者特性 

第3章 浴槽レス浴室の機能と性能 

浴槽レス浴室の機能、浴槽レス浴室の要求水準および

その考え方、浴槽レス浴室の広さ基準 

第４章 使いやすさ、安全・安心に配慮した浴槽レス浴室 

利用者特性への対応、浴槽レス浴室への改修のための

事例紹介 

第5章 終章 

新たな入浴方法としての浴槽レス浴室の提案、今後の 

展望と課題 

 

６．おわりに 

研究成果のまとめおよび要求水準案、ガイドライ

ン案については、国総研資料としてとりまとめ、令

和６年度中に成果の公表を行う予定である。 
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【実験１】 浴槽レス浴室内に設置する手摺の位置・高さ等 

入浴者及び介助者の洗い場での移動、立ち座り時の転倒

防止、入浴時の姿勢保持のための手摺の位置及び寸法 

【実験２】 入浴に必要な浴槽レス浴室の最低限の広さ 

自立歩行または歩行介助がある場合の別で、入浴動作可

能となる浴槽レス浴室の内法寸法 

【実験３】 車いす等使用の場合の浴槽レス浴室の広さ 

上記【実験２】と同様に、介助者がいる想定で、車いすまた

はシャワーキャリーを使用した際の移動および入浴動作

可能となる浴槽レス浴室の寸法 
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